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1. 背景 

大学体育会の活動には個人の競技力の向上とチー

ムの勝利を通して学生の成長の場を提供する役割があ

り、強豪校と呼ばれる多くの大学では組織体制や練習

時間や練習内容に様々な興味深い取り組みがされてい

る（原, 2017 三橋,2006）。 

私が監督を務める中央大学硬式庭球部は 2023 年度

の部員 27 名、ハードコート 4 面を使いながら活動してい

る。2022 年 12 月時点の平日練習時間は各自 2 時間半

を設定し、全体を 2 グループに分けて（9:00～、16:00～）

練習していた。グループ分けは各自の履修状況を考慮

せず設定していたため、練習時間は平均 2 時間、平均

練習参加率は 82.7％だった。また近年は戦績も低迷し

ており、テニス部への入部が部員にとって良い学生生

活になっているのかと疑問を抱くようになったことから、

先行事例を参考に 2023 年 1 月から部の管理・運営方

法を見直し、新たな試みを実施した。 

体育会の取り組みの見直しについては部の管理や強

化に関する研究や尺度を用いた大学運動部での競技

以外の成長を評価する研究はあったが、体育会テニス

部の管理・運営体制の改善を図り、その結果と評価を同

時に考察する研究は見当たらなかった。 

2. 目的 

本研究の目的は体育会テニス部の管理・運営方法の

改善の取り組みが学生に及ぼした影響を明らかにする

ことである。 

3. 方法 

 2023 年 1 月から 12 月までの期間に中央大学硬式庭

球部で実施した運営改善を時系列で整理し、その 

時々に発生した克服すべき課題とその解決策につい

て、実践した内容と学生の評価をもとに検証する。 

学生の評価は部員（27 人）が対象で 2023 年 4 月、8

月、12 月の計 3 回、今回新たに取り組んだ内容に対す

る評価（5 段階評価）と学生の成長（変化）をライフスキ

ル尺度３）と組織風土の尺度４）で測定し、時系列での変

化、レギュラーか否かでの違いについて分析した。12 月

の調査では 4 年生は引退後のため対象外とした。 

4. 結果 

 期間中運営の見直しは 3 回（1、4、11 月）行った。 

1）2023 年 1～3 月 

（１）導入した取り組み 

2023 年 1 月に部員総会を行い、目標管理シートの導

入、監督との定期的面談の導入、レギュラー以外の部

員を対象にした対抗戦の導入を伝えた。さらに今年の

関東学生テニスリーグで優勝を果たすための話し合い

では、過半数以上の部員から、練習時間の改善につい

ての要望がでた。 

この要望に対して行ったアクションは、平日の練習

（火～木）に朝練習（7：30～8：45）を全体練習として導入

したことと、朝練習後の時間（8:45～10:30）をこれまでの

グループ練習から全体練習に変更したことだった。この

変更により部としての平日の練習時間は朝の 3 時間、

10:30 以降は自主練習の時間とし時間制限をしなかっ

た。トレーニングの時間は 12 月以前と同様に火曜

18:30～20:00、土曜 15:30～17:00 とした。 

レギュラー部員以外対象の対抗戦は定期的（2 週間

に 1 回）に実施した。 

（２）評価 

朝練習の導入により、全部員が集まりコミュニケーシ

ョンはが取りやすくなるという利点はあったが、寒い時期

での実施だったため、これまでの準備運動（１５分）では

身体を温めるのに不十分でアップに２０分以上かかるこ

と分かった。そのため、心拍数のあがるミニゲーム等を

取り入れアップ時間の短縮と効率化を図った。その結果

として、アップ時間は 10 分程度に短縮できた。朝練習

の内容は導入当初は基本練習（単純なラリー系の練

習）であったが、シングルスを想定した運動量の高いメ

ニューを増やし、短時間で効率のよい練習内容に変更

した。一方で 3 月からは全体練習に新入部員が加わっ

たことでコート面数（ハードコート４面）に対する人数が

多くなり質の高い練習ができず、準レギュラーは軟式テ

ニス部の所管するオムニコートで練習することとなり、一

体感のない練習となった。一方で、レギュラー部員以外

を対象とした対抗戦はレギュラー陣が応援や裏方仕事

を行うことになり、いつもとは違う役割を経験すること

で、部の団結力が増す機会となっていた。 

 2023 年 3 月末時点の平日の全体練習には全部員

がすべての時間に参加していた。 

図 1 練習スケジュールの変化 



  

2）2023 年 4～10 月 

（１）導入した取り組み 

コート面数に対する人数の増加への対策として、平日

の全体練習を廃止し、トレーニング以外の練習は全体

を平日 3 グループ、土日 2 グループに分けてすべてグ

ループ練習とし、すべての練習はハードコートで実施し

た。平日と土曜のグループ分けは部員それぞれの履修

スケジュールを勘案し割り振りを行った。これらの取り組

みにより、履修している講義のすべてに出席しながら、

すべての練習にも参加できた。 

（２）評価 

2023 年 4 月以降、平日の練習は各グループ 3 時間

確保でき、平均練習時間は 2.9 時間、平日の平均練習

参加率は 97.6％となった。またハードコート１面に対す

る部員数が 3 月までの全体練習の平均 7.5 名が、4 月

以降は平均 2.5 名になった。 

1 面あたりの人数が減ったことで、身体の使い方やフ

ットワークなどの細かい個人指導が可能になり、さらに

運動量の高い実践的な練習もできるようになった。 

学生の練習時間に対する評価の平均は 5 満点中、4

月 3.70、8 月 3.95 で、「朝の時間を有効活用できる」な

どの意見がみられるようになった。練習内容に対する評

価の平均は、4 月 3.81、8 月 4.03 で、「個人練習に課題

練習を取り入れる」や練習メニューに対する要望など、

積極的な意見がみられるようになった。監督との面談の

評価の平均は、5 満点中、4 月 3.65、8 月 3.67 で「アド

バイスが欲しい」「ダブルスの練習メニューを増やして欲

しい」などの意見があった。 

ライフスキル尺度の平均は 4 月 121.00、8 月 125.74

で、下位尺度の考える力は 4 月に比べて 8 月で有意に

上昇し（ｐ＜0.05）、同様に目標設定は上昇傾向が認め

られた（ｐ＜0.1）。大学運動部における組織風土尺度の

尺度得点の平均は 4 月 21.49、8 月 21.84 で、下位尺度

のうち、ルールによる統制は 4 月に比べて 8 月で有意

に上昇した（ｐ＜0.05）。しかしながら、チームは入れ替え

戦に敗れ、来季は下位リーグで戦うこととなった。 

3）2023 年 11 月～ 

（１）導入した取り組み 

10 月までの試合結果をうけ、ダブルスを強化する対

策を早急に講じる必要性があることからダブルスのパタ

ーン練習の時間を増やした。この変更によりダブルスの

フォーメーションやポジション取りなどの細かい部分につ

いても練習できる時間が確保できるようになった。 

（２）評価 

2023 年 12 月以降も継続して平日の練習は各グルー

プ 3 時間確保でき、平均練習時間は 2.9 時間、平均練

習参加率は 97.6％だった。 

練習時間に対する評価は平均 3.85 で、「練習時間は

効率的であり、現状維持すべき」などの意見がみられ、

練習内容に対する評価は平均 4.00 で、「苦手なショット

を徹底的に指導して欲しい」や「マッチ練習を増やして欲

しい」などの要望があった。監督との面談の評価は平均

3.93 で「試合をみてアドバイスが欲しい」「プライベートレ

ッスンをして欲しい」などの意見がみられた。 

ライフスキル尺度と大学運動部における組織風土尺

度の尺度得点は 122.24 と 21.50 だった。 

10 月に開催された関東学生テニス選手権大会で一

年生のスポーツ推薦入学者 6 人全員が予選を突破す

るという 6 年ぶりの結果が得られた。 

4）1 年間の経過 

 練習時間に対する評価は、効率、平等な時間の確保

に対してはグループに分けて練習したことにより評価が

あがり、12 月時点でもその評価は保たれていた。また、

8 月が夏休み期間であったことを考慮すると、授業への

出席のしやすさは改善傾向にあり、プライベートの時間

は量、質ともに 4 月にくらべ 12 月で改善していた。練習

時間、練習内容、監督との面談すべての項目で、レギュ

ラーにくらべて準レギュラーの評価が高い値となってい

たが、それぞれに有意な差はなかった。ライフスキル尺

度、大学運動部における組織風土尺度の尺度得点は

年間を通して有意な変化はみられなかった。一方で、12

月は全体得点が 8 月に比べ低いにもかかわらず、「温

かい雰囲気」の得点は 8 月に比べ高値になっていた。 

5  考察 

大学体育会テニス部の管理・運営の方法の改善に1

年間かけて取り組んだ結果、選手の強化に関する面

への影響には、平日の練習で強度の高い練習メニュ

ーを実施する時間が 60 分増え、講義への出席と練習

参加の両立ができるようになり、一部の選手では、約

一年後に前年度以上の成績を収めることができた。 

選手の成長に及ぼした影響において、今回の成果

で特筆すべきは、準レギュラーの積極的な姿勢である。

準レギュラーで高い満足度が得られた背景には対抗

戦を増やしたことの影響が考えられる。対外試合が少

ない準レギュラーに試合を増やすことでモチベーション

アップにつながり、目標管理が具体的になり、さらに前

向きな気持ちで練習参加できていたのではないかと考

える。試合機会を一定以上確保する、つまり全員に対

して活躍できる場を作ることは強化だけでなく、レギュ

ラー組が懸命な応援をするなどが見られたことは部の

雰囲気や一体感醸成に寄与し、部の雰囲気が温かい

と評価されることにつながったと推察される。 

 今後はチームの競技力の向上に関する研究（練習メ

ニュー、トレーニング方法や栄養管理など）にも今後は

注力する必要がある。 

6  結論 

中央大学硬式庭球部が行った運営体制の見直しは、

学生の競技と学業の両立の中で、学生一人当たりの

練習の質と時間の確保を可能にし、学生の競技力向

上とライフスキルの獲得や組織コミットメントが高めるこ

とに寄与する可能性があることが示された。 

 中央大学テニス部が入部して良かったと思われる

チームなることや強豪校と呼ばれるようになるために

は、「競技と学業の両立はもちろん、プライベートの時

間も確保できる環境を作ること」「学生一人当たりの練

習の質と練習時間の確保すること」「個人面談や目標

管理をして、監督とのコミュニケーションを密にして学

生との信頼関係を深める取り組み」など選手の強化と

選手の成長を支える取り組みを継続し、改善を重ねる

ことが必要である。 

 今後も中央大学硬式庭球部の監督として、部員一

人ひとりの成長とチーム力の向上のために尽力するこ

とで、部員の競技力と人間力が養われる学生生活とな

り、その活動を継続することが監督の責務である。 


